
バーチカルブラインド採寸方法

天井付けの場合

正面付けの場合

天井付けとは?

採寸方法

「天井付け」とは、窓の枠の内側、鴨居の内側、出窓の内側に取り付ける場
合を指します。
本体上部のメカ部分や本体が全て窓枠内に収まるので、窓周辺がすっき
りとした印象になります。
周囲に家具などを置いた時に干渉しないため、より自由な家具の配置が
叶う点もメリットです。

■  窓の内寸サイズから幅・高さともに 1cmずつ差し引いたサイズをご
入力ください。

正面付けとは?

採寸方法

出窓の外側、鴨居の正面、窓の正面に取り付ける場合も「正面付け」とな
りますので、スクリーンを取り付ける位置のご希望の幅と丈を正確に採
寸してください。
窓枠よりもサイズを大きくすることで、窓枠を覆うように設置するた
め、 間からの光漏れが少なく、遮光に優れています。

■  ご希望の幅と丈をご入力ください。
■  スラットの下部位置は、床面より10～20ｍm短くしてください。

※ 既存のブラインドを取り替える場合
今お持ちのブラインドのレールの幅と、レール上辺から裾までの高さを計測し、正
面付を指定してください。

家具やエアコンなどに
当たらないように注意。


